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事 業 名 ： 高 千 穂 町 伝 統 農 法 研 究 事 業  

 

１ .【 団 体 の 概 要 】  

団  体  名  高 千 穂 町 伝 統 的 農 法 研 究 会  

団 体 概 要  高 千 穂 町 の 失 わ れ つ つ あ る 伝 統 的 な 農 法 、 農 具 、 在 来 種 に

つ い て 学 習 を と お し な が ら 保 全 、 復 活 を 目 指 し 、 地 場 産 業

発 展 に 寄 与 す る 事 を 目 的 と し 活 動 を 行 っ て い る 。  

構  成  員  農 業 者 、 高 千 穂 町 郷 土 史 研 究 家 、 麻 栽 培 経 験 者 、 神 社 代 表

者 、 高 千 穂 町 神 楽 保 存 会 、 奉 仕 者
ほ し ゃ ど ん

（ 神 楽 の 舞 手 ）、 他 町 内

有 志 、 高 千 穂 地 区 農 業 協 同 組 合 、 高 千 穂 町 商 工 会 、 高 千 穂

町 観 光 協 会 、 高 千 穂 町 農 林 振 興 課 、 高 千 穂 郷 ・ 椎 葉 山 地 域

世 界 農 業 遺 産 活 性 化 協 議 会 、 他 町 外 ア ド バ イ ザ ー な ど  

 

２ .【 事 業 の 目 的 、 ね ら い 】  

 高 千 穂 町 は 、 複 合 経 営 や 山 腹 水 路 な ど 、 古 く か ら 続 く 農 林 業 を 背 景

に 五 穀 豊 穣 に 感 謝 す る 伝 統 芸 能 で あ る 夜 神 楽 と の 密 接 な 関 わ り が 評 価

さ れ 平 成 27 年 に 高 千 穂 郷 ・ 椎 葉 山 地 域 は 世 界 農 業 遺 産 に 認 定 さ れ た 。  

 し か し な が ら 、 良 質 な 代 替 品 の 登 場 や 戦 後 高 度 経 済 成 長 を 経 て 、 農

家 の 多 く が 水 稲 栽 培 に 注 力 、 近 代 化 の 一 途 を た ど り 在 来 種 を は じ め 伝

統 的 な 作 物 や そ の 栽 培 方 法 が 失 わ れ つ つ あ る 。 当 研 究 会 で は 、 高 千 穂

の 農 業 の 歴 史 を 紐 解 き 学 習 を 行 い な が ら 、 伝 統 的 な 農 作 物 や 農 法 、 農

具 の 保 全 と 復 活 を 目 指 し 地 場 産 業 発 展 に 寄 与 す る こ と を 目 的 に 活 動 を

行 っ た 。  

 

３ .【 活 動 内 容 】  

 当 該 年 度 で は 、 下 記 の 状 況 を 背 景 と し て 「 麻 栽 培 」 と 後 作 に 栽 培 さ

れ た 「 麻 じ り 大 豆 （ そ ば な ど ）」 を テ ー マ に 学 習 と 保 全 を 目 的 と し た 座

学 を 中 心 に 、 栽 培 の 復 活 を 目 指 し て 活 動 を 行 っ た 。  

○ 神 話 の ふ る さ と と 言 わ れ る 高 千 穂 で は 、 神 社 で の ご 神 事 、 夜 神 楽

に 利 用 さ れ る 神 具 類 や 衣 装 と し て 麻 の 繊 維 を 必 要 と し て お り 現 在

で は 外 国 産 に 頼 ら ざ る 得 な い 状 況 で あ る こ と 。  

○ 戦 前 ま で の 高 千 穂 町 の 経 済 を 支 え た 換 金 作 物 で あ っ た こ と 。  

○ 麻 栽 培 の 経 験 の あ る 方 々 が 80 歳 を 超 え る 高 齢 で あ り 、 栽 培 を は

じ め 加 工 技 術 等 の 継 承 が 困 難 に な り つ つ あ る こ と 。  

  



（ 1） 座 学 の 開 催  

① 第 1 回 高 千 穂 の 農 業 の 歴 史 を 学 ぶ 「 高 千 穂 と 日 本 の 麻 栽 培 」  

日 時 ： 平 成 28 年 10 月 15 日  13:00〜 16:00 

場 所 ： 高 千 穂 神 社  神 楽 殿  

講 師 ： 高 千 穂 町 郷 土 史 研 究 家  碓 井
う す い

 哲 也
て つ や

氏  

     三 田 井 神 楽 保 存 会 会 長 （ 麻 栽 培 経 験 者 ）  甲 斐
か い

 晃 一 郎
こ う いち ろ う

氏  

     栃 木 県 鹿 沼 市 麻 栽 培 農 家 （ 日 本 麻 振 興 会 長 ）  大 森
お お も り

 由 久
よ し ひ さ

氏  

フ ァ シ リ テ ー タ ー ： 森 の 新 聞 社  森  千 鶴 子 氏  

内 容 :高 千 穂 の 麻 栽 培 の 歴 史 と 今 も な お 栽 培 を 続 け て い る 栃 木 県 鹿 沼 市

の 事 例 に つ い て 学 ん だ 。 他 、 麻 に ま つ わ る 資 料 の 展 示 も 行 っ た 。  

《 碓 井 氏 》  

高 千 穂 町 の 麻 と の 関 わ り は 歴 史 が

古 く 多 く の 文 献 に 出 て く る 。 史 跡

も 残 さ れ て お り 、 栽 培 や 取 引 が 盛

ん で あ っ た こ と が 伺 え る 。  

北 原 白 秋 も 晩 年 訪 れ た 際 に 高 千 穂

の 「 苧
お

こ ぎ 」 の 風 景 を 詠 ん で お

り 、 句 碑 が 高 千 穂 峡 に 設 置 し て い

る な ど 紹 介 を い た だ い た 。  

《 甲 斐 氏 》  

夜 神 楽 の 衣 装 （ 素 襖
す お う

） は 、 麻 で で

き て お り 頭 に か ぶ る 「 ど っ さ り 」

な ど も 麻 で あ る こ と な ど を 紹 介 い

た だ い た 。 現 在 は 、 昭 和 に 作 ら れ

た 物 を 修 復 し な が ら 利 用 し て い る

が 国 産 の も の を 手 に 入 れ る の が 非

常 に 大 変 で 、 夜 神 楽 の 継 承 に 支 障

を き た し て い る と 話 さ れ た 。 ま

た 、 自 身 も 麻 栽 培 農 家 で あ っ た た

め 子 供 の 時 の 事 を 紹 介 し て い た だ

い た 。  

《 大 森 氏 》  

国 内 の 麻 栽 培 農 家 は 、 全 国 で 30 軒

程 度 し か な く 神 具 用 の 麻 は ほ と ん

ど が 栃 木 県 鹿 沼 市 産 の も の で あ



る 。 高 齢 化 、 担 い 手 不 足 に よ り そ の 中 で も 生 産 を 担 え る の は 10 軒 程

度 、 跡 継 ぎ が い る の は 1〜 ２ 軒 し か 居 な い と 現 状 を 語 っ て い た だ い

た 。 3 年 前 よ り 担 い 手 確 保 の た め 研 修 生 の 受 入 も 行 っ て い る こ と な ど

も 紹 介 い た だ い た 。  

② 第 2 回 高 千 穂 の 農 業 の 歴 史 を 学 ぶ 「 高 千 穂 と 日 本 の 麻 栽 培 の 歴 史 」  

日 時 ： 平 成 28 年 12 月 18 日  

第 1 部 13:30〜 16:30/第 2 部 17:30〜 19:00 

場 所 ： 高 千 穂 町 内 「 神 楽 の 館 」  

講 師 ： 民 俗 研 究 家  結 城
ゆ う き

 登 美 雄
と み お

氏 、 元 現 代 農 業 主 幹  甲 斐
か い

 良 治
り ょ う じ

氏  

    伊 勢 麻 振 興 協 会  皇 學 館 大 学 教 授  新 田
に っ た

 均
ひとし

氏 、 松 本
ま つ も と

 信 吾
し ん ご

氏  

    フ ァ シ リ テ ー タ ー ：  

森 の 新 聞 社  森
も り

 千 鶴 子
ち づ こ

氏  

内 容 ：  

第 1 部 は 全 国 の 麻 栽 培 と 復 活 の 事

例 を 学 ぶ と と も に 、 神 具 用 の 麻 の

栽 培 を 目 指 し 活 動 を 行 っ て い る 三

重 県 伊 勢 市 の 事 例 を 学 ん だ 。  

第 2 部 は 講 師 陣 と 参 加 者 に よ る 語

り 場 と し て 、 麻 栽 培 経 験 者 の 話

や 、 全 国 の 麻 栽 培 の 記 録 、 事 例 に

つ い て 談 義 を 行 っ た 。  

【 第 １ 部 】  

《 結 城 氏 》 日 本 全 国 で 麻 を は じ め

繊 維 作 物 は 非 常 に 重 要 な も の で あ

っ た 。 青 苧 （ か ら む し ） の 復 活 を

し た 福 島 県 昭 和 村 の 取 り 組 み や 日

本 人 と 繊 維 作 物 と の 関 わ り を 学 ん

だ 。 他 に も 大 麻 取 締 法 に 見 ら れ る

終 戦 後 、 日 本 の 伝 統 文 化 の 継 承 に

尽 力 し た 農 林 水 産 省 の 記 録 な ど も

紹 介 し て い た だ い た 。  

《 伊 勢 麻 振 興 協 会 》 伊 勢 市 で は 、

伊 勢 神 宮 を 始 め 由 緒 正 し い 神 社 が

あ り 、 ご 神 事 や 神 具 と し て 魔 除 け

の 意 味 を 成 す 精 麻 は 非 常 に 貴 重 な



も の で あ る 。 国 産 精 麻 の 入 手 が 困

難 と な り 三 重 県 神 社 庁 を 始 め 、 三

重 大 や 皇 學 館 大 、 伊 勢 市 お よ び 周

辺 自 治 体 、 県 （ 農 政 ）、 企 業 な ど

と 産 学 官 共 同 で 取 り 組 み 平 成 28

年 11 月 28 日 に 麻 栽 培 免 許 の 申 請

を 行 っ た こ と な ど 紹 介 し て い た だ

い た 。（ 平 成 29 年 1 月 現 在 不 許 可

と な っ た 。）  

【 第 ２ 部 】  

麻 じ り 大 豆 を 使 っ た 団 子 や か っ ぽ

茶 な ど を 囲 み 伝 統 文 化 の 継 承 や 、

麻 栽 培 の 経 験 談 な ど 講 師 を 交 え 参

加 者 と 意 見 交 換 会 を 行 っ た 。 戦 後

は 、 禁 止 → 伝 統 文 化 の 継 承 を 目 的

に 宮 崎 県 や 栃 木 県 を は じ め 全 国 で

17 県 の み 栽 培 可 → 大 麻 取 締 法 に よ

り 全 県 許 可 制 で 栽 培 が で き る こ と

と な っ た 流 れ な ど も 紹 介 さ れ た 。  

（ ２ ） 現 地 調 査 、 ヒ ア リ ン グ 等  

① 麻 に ま つ わ る 史 跡 調 査  

日 時 ： 平 成 28 年 10 月 14 日  

場 所 ： 高 千 穂 町 内  

（ 三 田 井 地 区 浅 ヶ 部 、 高 千 穂 峡  

高 千 穂 神 社 、 岩 戸 甲 斐 家 、  

歴 史 民 俗 歴 史 資 料 館 な ど ）  

② ヒ ア リ ン グ 調 査  

10 月 〜 1 月 に か け 実 施 。 麻 栽 培 の 経 験 者 を 対 象 に ヒ ア リ ン グ 調 査 を

実 施 し た 。 し か し な が ら 高 齢 の 方 が 多 く 、 早 急 な 調 査 取 り ま と め が

必 要 だ と 実 感 し た 。  

③ 宮 崎 県 の 麻 栽 培 免 許 申 請 に つ い て 意 見 交 換 会  

日 時 ： 10 月 17 日  場 所 ： 高 千 穂 町 役 場  

内 容 ： 宮 崎 県 福 祉 保 健 部 医 療 薬 務 課 薬 務 対 策 室 、 高 千 穂 （ 延 岡 ） 保

健 所 の 職 員 に 来 町 い た だ き 、 現 状 の 免 許 申 請 に つ い て 教 授 い た だ い

た 。 ま た 鳥 取 県 智 頭 町 で 全 国 初 の 栽 培 免 許 所 持 者 逮 捕 な ど の 事 例 を



参 考 に 、 復 活 に 向 け た 責 務 や 取 組 等 に つ い て 意 見 交 換 を 行 っ た 。  

④ 麻 の 在 来 種 （ 宮 崎 県 の 品 種 ）・ 種 子 調 査 報 告 会  

日 時 ： 1 月 6 日  場 所 ： 高 千 穂 町 役 場  

宮 崎 県 西 臼 杵 支 庁 、 農 業 普 及 改 良 セ ン タ ー の 協 力 に よ り 宮 崎 県 の 在

来 種 子 が 保 存 さ れ て い る か 調 査 を 行 っ た 。 現 在 の 川 南 町 に あ る 茶 業

支 場 は 、 も と も と 麻 業 部 が 設 置 さ れ て お り 九 州 農 業 試 験 場 主 導 の も

と 30 年 近 く 品 種 改 良 等 を 行 っ て い た 。 宮 崎 県 の 品 種 と し て 苧 麻
ち ょ ま

を 始

め 2 品 種 登 録 さ れ た が 現 在 で は 県 内 関 係 機 関 お よ び 九 州 農 業 試 験 場

共 に 保 管 さ れ て い な い こ と が 報 告 さ れ た 。 今 後 、 無 毒 麻 （ と ち ぎ し

ろ ） を 開 発 し た 九 州 大 学 に も 協 力 を 依 頼 し 調 査 を 継 続 す る こ と と し

た 。  

(３ )調 査 結 果 冊 子 の 発 行  

以 上 の 活 動 を タ ブ ロ イ ド 紙 に ま と め 高 千 穂 の 全 世 帯 に 配 布 を 行 っ た 。  

 

４ .【 事 業 の 成 果 、 効 果 】  

《 座 学 》 活 動 の 中 で 、 若 者 〜 50 代 を 中 心 に 麻 ＝ マ リ フ ァ ナ と い う 認 識

が 広 が っ て し ま い 別 種 で あ る に も 関 わ ら ず 、 高 千 穂 に 密 接 で 歴 史 あ る

繊 維 作 物  麻 、 青 苧
か ら む し

、 精 麻 も タ ブ ー （ 悪 い も の 、 同 じ も の 、 あ や し い ）

と し て 認 識 さ れ て い る 現 状 を 知 っ た 。  

 そ こ で 、 座 学 に は 「 ① 知 る 学 習 」「 ② 考 え る 学 習 」 を 取 り 入 れ る よ う

に 構 成 し た 。  

 2 回 の 座 学 と も 「 ① 知 る 学 習 」 と し て 1 時 間 目 を 郷 土 学 ・ 民 俗 学 を

取 り 入 れ 高 千 穂 や 日 本 人 に と っ て の 麻 の 歴 史 や 関 わ り を 学 び 、 2 時 間

目 を 「 ② 考 え る 学 習 」 と し て 全 国 の 事 例 を 学 び な が ら 世 界 農 業 遺 産 や

農 業 （ 麻 栽 培 の 技 術 や 加 工 ）、 夜 神 楽 な ど を 後 世 に 残 し て い く と は 何 か

を 考 え る 機 会 を 設 け た 。  

＜ 得 ら れ た 効 果 ＞  

（ 1） 座 学 の 目 的 が 明 確 に な っ た こ と で 、 若 者 〜 高 齢 者 と 参 加 者 の 幅 が

広 が り 県 外 か ら も 関 心 を 集 め る こ と が で き た 。  

（ 2） 担 い 手 の 確 保 〜 栽 培 に 関 心 を 持 ち 、 復 活 に 挑 み た い と 考 え る 農 家

や 若 者 が 生 ま れ た 。 復 活 す る な ら 織 り の 加 工 技 術 者 と し て 高 千 穂

に 住 み た い と い う 若 者 も 。  

（ 3） 全 国 ネ ッ ト ワ ー ク の 形 成 〜 先 進 地 と つ な が る こ と で 、 伝 統 文 化 保

全 の た め 全 国 的 に 課 題 と な っ て い る 麻 の 生 産 者 ／ 量 の 確 保 を 目 指

す ネ ッ ト ワ ー ク が 形 成 で き た 。  



 

《 調 査 》 調 査 ・ ヒ ア リ ン グ を と お し 高 千 穂 の 歴 史 を 紐 解 く 活 動 か ら 、

宮 崎 県 の 麻 に ま つ わ る 歴 史 や 農 業 の 歴 史 の 変 遷 を 垣 間 見 る こ と が 出 来

き 、 併 せ て 麻 栽 培 免 許 取 得 の た め の 現 状 も 調 査 す る こ と が 出 来 た 。  

＜ 得 ら れ た 効 果 ＞  

（ 1） 町 内 以 外 に 宮 崎 県 内 の 関 係 機 関 の 協 力 を 得 る こ と が で き た 。  

（ 2） 麻 栽 培 復 活 に 向 け た 実 現 性 （ 担 い 手 の 育 成 や ほ 場 の 確 保 、 盗 難 対

策 、 種 子 の 確 保 、 栽 培 団 体 の 設 立 な ど ） が 明 確 に な っ た 。  

（ 3） 栽 培 や 加 工 経 験 者 が 高 齢 の た め 存 続 に は 急 を 要 す る こ と が 分 か っ

た 。  

 

５ .【 ま と め 】  

 世 界 農 業 遺 産 認 定 を 背 景 に 伝 統 的 な 農 法 や 農 作 物 を 保 全 す る こ と を

目 的 に 活 動 を 始 め た が 、本 年 度 テ ー マ と し た「 麻 栽 培 」は 、高 千 穂 人 の

魂 で も あ る 夜 神 楽 の 継 承 に も 重 要 な 作 物 で あ る と と も に 戦 前 に は 宮 崎

県 の 一 大 生 産 地 と し て 賑 わ っ た こ と 、全 国 的 に も 生 産 地 が 限 ら れ て い る

こ と か ら 想 像 以 上 の 反 響 と 期 待 を 得 る こ と が 出 来 た 。  

 今 後 は 、神 楽 保 存 会 や 神 社 、生 産 者 、関 係 機 関 や 大 学 等 と 産 官 学 協 働

の 取 り 組 み を 更 に 推 し 進 め 栽 培 復 活 に 向 け て 以 下 の 取 組 を 計 画 し て い

る 。  

①  栽 培 に 関 す る 担 い 手 の 確 保 、 育 成 に 向 け た 基 盤 整 備  

②  栽 培 を 継 承 し て い く 仕 組 み づ く り  

③  加 工 技 術 を 有 す る 人 材 の 誘 致  

④  神 楽 保 存 会 を 中 核 と し た 生 産 （ 申 請 ） 団 体 の 設 立  

⑤  伝 統 芸 能 な ど の 保 全 や 栽 培 に 伴 う 条 例 整 備 の 推 進  

⑥  近 隣 市 町 村 と の 連 携 強 化  

 以 上 、栽 培 免 許 取 得 に は 高 い 壁 が あ る が 、高 千 穂 町 を 始 め 宮 崎 県 内 お

よ び 九 州 の 伝 統 芸 能 の 継 承 の 下 支 え に な る こ と が 期 待 さ れ る 。神 楽 の ユ

ネ ス コ 無 形 文 化 遺 産 登 録 の 支 援 も 実 施 し た い と 考 え て お り 、高 千 穂 町 民

総 出 の 取 り 組 み と し て い き た い 。  

併 せ て 、 次 回 の 研 究 テ ー マ は 「 蜂 の 子 」 を 検 討 し て い る 。  
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